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久
々
の
圧
巻
な
演
奏
に
大
満
足 

 
 
 
 

常
任
理
事 

竹
内 

道
子 

 

七
月
九
日(

日)

澤
ク
ヮ
ル
テ
ッ
ト

の
四
人
の
メ
ン
バ
ー
に
、
ピ
ア
ニ
ス

ト
蓼
沼
恵
美
子
さ
ん
＆
メ
ゾ
ソ
プ
ラ

ノ
の
金
子
美
香
さ
ん
を
加
え
た
豪
華

な
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
が
続
く
中
、
じ

っ
く
り
と
温
め
て
き
た
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。
地
方
で
は
聴
く
機
会
の
な
い

ハ
イ
ド
ン
作
曲
の『
ピ
ア
ノ
五
重
奏
』。 

次
い
で
、
室
内
楽
と
メ
ゾ
ソ
プ
ラ

ノ
の
た
め
の
レ
ス
ピ
ー
ギ
作
曲
の

『
夕
暮
れ
』
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

澤
ク
ヮ
ル
テ
ッ
ト
と
金
子
さ
ん
に
と

っ
て
は
初
の
共
演
で
、
穏
や
か
な
音

色
の
中
に
も
魂
の
震
え
を
感
じ
さ
せ

る
よ
う
な
甘
美
な
演
奏
は
、
五
百
人

の
観
客
の
心
を
虜
に
し
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
本
市
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

フ
ァ
ン
の
た
め
に
「
生
の
演
奏
」
を

数
多
く
企
画
し
て
い
き
ま
す
。 

山
陽
小
野
田
に
オ
ペ
ラ
が
や
っ
て
く
る
！ 

 
 
 

常
任
理
事 

廣
田 

由
実 

 

七
月
十
六
日
に
、
ア
メ
リ
カ
よ
り

オ
ペ
ラ
歌
手
の
キ
ル
ス
テ
ィ
ン
・
シ

ャ
ベ
ス
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、『
カ
ル

メ
ン
イ
ン
サ
イ
ド
ア
ウ
ト
・
ひ
と
り

の
演
者
に
よ
る
カ
ル
メ
ン
シ
ョ
ー
』

を
開
催
し
ま
し
た
。 

世
界
各
地
、
日
本
で
は
新
国
立
劇

場
で
演
奏
さ
れ
た
実
績
が
物
語
る
よ

う
に
、
身
体
中
に
響
く
素
晴
ら
し
い

歌
声
と
、
気
迫
が
込
め
ら
れ
た
圧
巻 

 

 

       

            

 

                 

  

の
演
技
は
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
延
期
し
て
い
た
二
公
演
の
間
隔
が
、

演
奏
者
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
都
合
で

一
週
間
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
二
公
演
が
割
安
で
楽
し

め
る
『
W
チ
ケ
ッ
ト
』
が
販
売
さ
れ
、

よ
り
多
く
の
皆
様
に
芸
術
文
化
に
触

れ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
た
と
思

い
ま
す
。 

岩
戸
神
楽
舞
と
雅
楽(

巫
女
舞)

の
調
べ 

 
 
 
 

事
務
局
長 

比
嘉 

朝
康 

 

令
和
四
年
九
月
三
日
、
山
陽
小
野

田
市
民
館
で
、
山
口
県
指
定
無
形
文

化
財
と
し
て
、
宇
部
市
奥
万
倉
二
ツ

道
祖(

フ
タ
ツ
サ
ヤ)

地
区
で
継
承
さ

れ
て
い
る
岩
戸
神
楽
舞
と
宇
部
市
の

琴
崎
八
幡
宮
で
活
動
さ
れ
て
い
る
長

陽
雅
楽
会
に
よ
る
公
演
を
開
催
し
ま

し
た
。 

 

岩
戸
神
楽
は
須
佐
能
の
み
こ
と
の

所
業
の
悪
さ
に
立
腹
し
た
天
照
大
御

神
が
岩
戸
に
隠
れ
ら
れ
、
闇
夜
と
な

り
、
他
の
神
様
が
岩
戸
の
前
で
舞
い

踊
り
、
天
照
大
御
神
に
出
て
い
た
だ

い
た
と
い
う
神
話
で
す
。 

 

 

 
 

 

 

        

                               

       

  

  

    

 
文
化
協
会
会
長 

西
村 

公
一 

 

昨
年
度
は
、
感
染
対
策
を
取
り
な

が
ら
「
澤
ク
ヮ
ル
テ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー

ト
」
と
「
山
陽
小
野
田
に
オ
ペ
ラ
が

や
っ
て
く
る
！
」
の
公
演
を
二
週
続

け
て
開
催
し
ま
し
た
。
丁
度
コ
ロ
ナ

第
八
波
の
前
で
タ
イ
ミ
グ
よ
く
実
施

で
き
、
大
変
好
評
を
得
ま
し
た
。
秋

に
は
文
化
バ
ス
と
し
て
、
九
州
国
立

博
物
館
の
「
ポ
ン
ペ
イ
展
」
と
竈
門

神
社
の
紅
葉
鑑
賞
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
従
来
の
考
え
方
を
少
し

変
え
、
資
金
面
で
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
、
一
流
の
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
を
招
い
た
り
、
市
立
山

口
東
京
理
科
大
学
の
学
生
た
ち
と
協

働
で
事
業
を
創
り
上
げ
た
り
、
と
考

え
て
い
ま
す
。
広
く
市
民
や
若
い
人

達
に
芸
術
・
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
に

触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

市
民
文
化
祭
に
お
い
て
は
、
従
来
の

団
体
の
参
加
の
み
な
ら
ず
、
市
内
の

生
徒
や
学
生
の
参
加
も
視
野
に
入
れ

て
企
画
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
文
化
バ
ス
は
実
施
し
て
い

き
ま
す
が
、
恒
例
の
博
多
座
公
演
鑑

賞
や
文
化
財
探
訪
の
み
な
ら
ず
、
皆

様
の
ご
希
望
等
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
と
も

お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

今
年
度
は
、
更
に
充
実
し
た
運
営

を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

令和5年度 文化協会事業計画 

１．主な会議の開催について 

役員会・常任理事会      令和5年5月12日（金）             不二輸送機ホール 
総会・理事会        令和5年5月27日（土）       不二輸送機ホール 

   企画実行委員会、文化協会だより編集委員会、自主文化事業実行委員会、各部門部会など随時開催 

２．主な事業実施について  *新型コロナウイルス感染状況により、予定を変更する場合がございます。 
（１）自主文化事業     何卒、ご理解のほどよろしくお願いいたします 

開 催 日 事 業 名 会 場 

5/28 (日) 第15回山陽小野田コーラスフェスティバル 不二輸送機ホール 

8/22 (火) なかはらかぜ講演会＆ワークショップ 不二輸送機ホール 

2/10 (土) 北九州グランフィル管弦楽団コンサート in山陽小野田 不二輸送機ホール 
 

（２）文化バス（個人会員限定） 

開 催 日 行 き 先 備 考 

9/9(土) 博多座の集い（十三代目市川團十郎白猿襲名披露） 45名予定 

3/7(木) 文化財探訪 九州国立博物館（特別展 長沢芦雪）・福岡市美術館 45名予定 
 

（３）第18回山陽小野田市民文化祭 

開 催 日 事 業 名 会 場 

10/11 (日) 邦楽大会 山陽小野田市民館 文化ホール 

10/18 (日) 日本舞踊祭 不二輸送機ホール 大ホール 

10/22 (日) 市民音楽祭 山陽小野田市民館 文化ホール 

10/27 (金)～29 (日) 展覧会 おのだサンパーク ２階大催事場 

10/28 (土)～29 (日) 市民茶会 山陽小野田市民館 体育ホール 

10/28 (土)～29 (日) 華道展 山陽小野田市民館 体育ホール 

11/15 (日) 洋舞演劇祭 不二輸送機ホール 大ホール 

11/15 (日) 俳句大会 厚狭地域交流センター 第一研修室 

11/12 (日) 短歌大会 山陽小野田市民館 第一・第二会議室 
 

（４）児童生徒書道展 

開  催  日 事  業  名 会 場 

1/25(木)～1/31(水) 第19回山陽小野田市児童生徒書道展 おのだサンパーク 
 

（５）文化協会だより「さんようおのだ文化」第18号  令和5年7月発行予定 
 

（６）割引対象事業 

開 催 日 事  業  名 会 場 

2/10 (土) 北九州グランフィル管弦楽団コンサート in山陽小野田 不二輸送機ホール 

 

❤ 新 規 会 員 募 集 ❤ 

山陽小野田市文化協会の活動に賛同していただける会員を募

集しています 

●会費 個人会員 年額（1口）２，０００円 

    団体会員 年額（1口）５，０００円 

    賛助会員 年額（1口）５，０００円 

●会員の特典 
・個人会員・賛助会員の方は、割引対象事業の会員割引が受け

られます。 

・会報、その他事業案内をお届けします。 

・個人会員限定の文化バスの交通費が割安になります。 

●申込方法 

加入申込書にご記入の上、会費を振込または事務局で直接納

入してください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

☆
美
術
工
芸
部
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

原
田 

頼
邦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆
日
舞
部
門 

西
村 

シ
ズ
エ 

☆
邦
楽
部
門 

齊
藤 

大
二
郎 

☆
洋
舞
・
そ
の
他
部
門 

純
子
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆
音
楽
部
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
縣 

貞
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

深
沢 

慶
子 
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〈
敬
称
略
〉 

岩戸神楽舞と雅楽(巫女舞)の調べ 

澤クヮルテットSawaQuartetコンサート 山陽小野田にオペラがやってくる！ 



齊藤示謡会 

山
陽
小
野
田
か
る
た
協
会 

   

俳 

句 

○
山
陽
小
野
田
市
長
賞 

棚
田
い
ま
野
に
返
り
を
り
泡
立
草 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

白
石 

千
代 

○
山
陽
小
野
田
市
議
会
議
長
賞 

芒
野
や
幾
筋
も
あ
る
風
の
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

益
田 

道
春 

○
山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

負
け
し
子
の
背
を
つ
つ
み
を
る
秋
夕

焼 
 
 
 
 
 
 
 

佐
々
木
智
子 

○
山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
長
賞 

回
覧
の
遠
き
一
軒
朝
の
露 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
井 

游
歩 

○
山
陽
小
野
田
観
光
協
会
長
賞 

新
墓
に
チ
ョ
コ
と
ミ
ニ
カ
ー
秋
彼
岸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

溝
部 

美
保 

★
小
学
生
の
部
★ 

〇
山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

梅
雨
の
傘
た
た
め
ば
雫
の
滑
り
台 

厚
狭
小
5
年 

光
永 

虎
雅 

〇
山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
長
賞 

梅
雨
の
空
自
分
の
心
と
同
じ
い
ろ 

厚
狭
小
5
年 

藤
川  

栞
奈 

                        

引
っ
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
が
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

こ
ん
な
ご
時
世
で
も
音
楽
の
力
は

素
晴
ら
し
い
。
私
た
ち
の
生
活
に
生

き
る
活
力
を
与
え
て
く
れ
る
大
切
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
だ
と
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。 

                  

歌
は
語
れ
、
セ
リ
フ
は
歌
え 

た
か
ひ
ろ
し
歌
謡
教
室 

た
か
ひ
ろ
し 

短 

歌 

○
山
陽
小
野
田
市
長
賞 

水
張
田
に
4

K
テ
レ
ビ
見
る
が
ご

と
白
き
車
が
逆
さ
に
走
る 

 
  

 
 
 
 
 
 

 

大
日
方 

正 

○
山
陽
小
野
田
市
議
会
議
長
賞 

 

は
ら
か
ら
の
一
つ
違
ひ
の
弟
の
逝
き

し
を
知
ら
ず
施
設
の
姉
は 

 
 
 
 
 
 
 

  
 

矢
熊 

信
二 

○
山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

す
い
れ
ん
の
咲
き
た
る
池
の
水
面
ゆ

れ
親
亀
子
亀
姿
現
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
本
美
恵
子 

○
山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
長
賞 

さ
う
め
ん
の
ゆ
で
方
さ
へ
も
問
ふ
母

が
今
日
は
小
豆
を
ふ
つ
く
ら
炊
き
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
奥
嶋 

明
子 

 

★
児
童
生
徒
の
部
★ 

〇
山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

悲
し
み
の
今
こ
こ
に
立
つ
被
曝
者
の

思
い
は
一
つ
平
和
な
世
界 

 

高
泊
小
6
年 

國
清 

悠
聖 

〇
山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
長
賞 

草
む
せ
る
釣
れ
ず
の
川
の
夕
ま
づ
め

あ
た
り
の
さ
び
し
小
魚
を
追
ふ 

 
 

小
野
田
中
3
年  

渡
邉 

隆
雅 

    

文
化
に
つ
い
て 

絵
を
楽
し
む
会 

原
田 

頼
邦 

 

今
、
世
界
は
コ
ロ
ナ
や
戦
争
等
で

悲
惨
な
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。「
そ

こ
に(

愛)

文
化
は
あ
る
ん
か
ぇ
～
」 

       

    

昨
年
は
「
愛
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌

の
祭
典
」
を
九
月
二
十
五
日
に
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
一
度
も

延
期
す
る
こ
と
も
な
く
、
し
か
も
予

想
以
上
の
ご
来
場
を
賜
り
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

「
唄
う
」
の
語
源
で
あ
る
「
訴
う
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
出
演
の
皆
様
一

生
懸
命
に
唄
わ
れ
ま
し
た
。 

 

募
金
も
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
、
宇

部
日
報
社
を
介
し
て
、
日
本
赤
十
字

社
へ
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
年
は
令
和
五
年
九
月
十
日
に
開

催
予
定
で
、
現
在
準
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
歌
は
語

れ
、
セ
リ
フ
は
歌
え
」
で
す
。
ご
期

待
く
だ
さ
い
。 

    

魅
力
あ
る
舞
台
に
む
け
て 

 

猿
若
流
亜
耶
乃
会 

猿
若 

夕
姫 

 

私
た
ち
舞
踊
協
会
会
員
は
、
舞
台

で
ご
披
露
で
き
る
よ
う
日
々
稽
古
に

励
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
舞
台
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
私
た

ち
に
と
っ
て
け
ん
さ
ん
の
場
、
次
な

る
活
力
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
よ

か
っ
た
よ
」
こ
う
言
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
ほ
ど
喜
ば
し
い
こ
と
は
あ
り
ま 

を
思
い
感
じ
、
文
化
を
通
じ
世
界
の

平
和
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

私
は
建
築
の
仕
事
に
携
わ
り
、
建

物
の
色
彩
を
考
え
る
た
め
に
絵
を
習

い
、
建
築
設
計
に
役
立
た
せ
て
お
り

ま
す
。
だ
が
、
最
近
、
昔
か
か
わ
っ

た
建
物
が
用
無
し
と
な
り
、
徐
々
に

解
体
さ
れ
る
こ
と
に
寂
し
さ
と
時
代

の
流
れ
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

病
と
闘
い
な
が
ら
も
後
期
高
齢
者

に
突
入
し
た
私
で
す
が
、
よ
り
良
い

文
化
人
に
な
る
よ
う
に
、
ま
だ
ま
だ

頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 

               

伝
統
芸
能
を
習
う
よ
ろ
こ
び 

 
 
 

齊
藤
示
謡
会 

齊
藤
大
二
郎 

 

私
共
の
示
謡
会
は
、
能
楽
「
観
世

流
」
の
謡
曲
を
楽
し
む
こ
と
を
主
な

目
的
と
し
て
集
っ
て
い
る
会
で
す
。 

 

七
百
年
を
越
え
る
長
い
歴
史
を
も

つ
能
楽
観
世
流
は
、
比
較
的
素
直
な

発
声
、
の
び
や
か
な
舞
の
動
作
な
ど

特
徴
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、 

   

せ
ん
。
毎
年
、
日
本
舞
踊
祭
で
踊
る

こ
と
が
で
き
る
の
も
、
市
の
協
力
や

文
化
協
会
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
演
目
や
構
成
の
工

夫
な
ど
「
魅
力
的
な
舞
台
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
み
な
さ
ま
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
楽
し
い
日
本
舞
踊
祭
が
開

催
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

               

目
指
す
は
日
本
一 

山
陽
小
野
田
か
る
た
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
永 

進 

難
波
津
に
咲
く
や
こ
の
花
冬
ご
も
り 

今
を
春
べ
と
咲
く
や
こ
の
花 

 

札
の
暗
記
時
間
十
五
分
を
終
え
、

百
人
一
首
の
序
歌
が
読
ま
れ
る
と
、

い
よ
い
よ
競
技
が
開
始
さ
れ
、
会
場

が
シ
ー
ン
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
競
技
で
は
、
自
陣
の
持
ち
札

を
早
く
無
く
し
た
人
が
勝
ち
で
す
。 

 

当
協
会
に
は
、小
学
生
、中
学
生
、

高
校
生
、
大
学
生
、
一
般
人
が
在
籍 

               

「
謡
十
徳
」
の
中
に
、「
行
か
ず
し
て

名
所
を
知
る
」
や
、「
恋
せ
ず
し
て
美

人
を
懐
く
」
な
ど
の
楽
し
み
が
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

謡
曲
に
限
ら
ず
稽
古
事
は
娯
楽
と

し
て
も
、
ま
た
前
記
の
よ
う
な
多
く

の
喜
び
が
あ
り
ま
す
。
軽
い
気
持
ち

で
ま
ず
飛
び
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

    

お
煎せ

ん

茶
に
惹
か
れ
て 

茶
華
道
柴
山
正
流
茶
道
部 

 

田
邉 

佳
子 

 

二
十
代
頃
抹
茶
を
習
い
に
行
っ
た

所
で
煎
茶
に
出
会
い
、
香
り
と
と
ろ

り
と
し
た
旨
み
と
甘
さ
が
忘
れ
ら
れ

ず
煎
茶
道
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。
以

来
、花
博
や
梅
ま
つ
り
で
の
お
茶
会
、

い
け
ば
な
展
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
度
、
お
手 

                  

し
、
そ
の
中
に
は
永
世
ク
イ
ー
ン
も

在
籍
さ
れ
て
い
ま
す
。
老
若
男
女
相

交
え
た
練
習
会
は
、
水
曜
日
、
金
曜

日
の
夕
方
赤
崎
・
本
山
の
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
等
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

目
指
す
は
日
本
一
。 

あ
な
た
も
山
陽
小
野
田
か
る
た
協

会
を
の
ぞ
い
て
、
競
技
か
る
た
“
日

本
一
”
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。 

連
絡
先 

(

☏
〇
八
三
六‐

三
九‐

六
九
五
〇) 

   

文
化
バ
ス
「
ポ
ン
ペ
イ
展
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
原 

廉
清 

 

九
州
国
立
博
物
館
の
「
ポ
ン
ペ
イ

展
」
鑑
賞
を
メ
イ
ン
に
、
太
宰
府
天

満
宮
、
宝
満
宮
竈
門
神
社
に
参
拝
す

る
感
動
の
日
帰
り
の
旅
で
し
た
。 

 

西
暦
七
十
九
年
、
イ
タ
リ
ア
南
部

の
都
市
ポ
ン
ペ
イ
は
火
山
噴
火
に
よ

る
火
砕
流
な
ど
で
、
逃
げ
遅
れ
た
市 

前
の
楽
し
さ
だ
け
で
な
く
、
お
道
具

の
か
わ
い
ら
し
さ
、
取
り
合
わ
せ
、

床
の
間
の
し
つ
ら
え
、
立
ち
振
る
舞

い
等
な
ど
、
煎
茶
道
の
奥
深
さ
を
感

じ
ま
し
た
。 

 

昨
年
、
市
民
文
化
祭
市
民
茶
会
に

向
け
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
皆
で
話
し
合

っ
て
、
茶
器
、
茶
巾
を
一
煎
ご
と
に

取
り
換
え
る
な
ど
の
準
備
を
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
市
民
茶
会
は
中
止
。

し
か
し
、
ま
た
の
機
会
に
み
な
さ
ま

に
お
煎
茶
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
、
精
進
し
て
参
り
ま
す
。 

             

市
民
音
楽
祭
を
終
え
て 

オ
カ
リ
ナ
夢
ス
タ
ジ
オ 

宮
崎
真
由
美 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
開
催
で
参
加

団
体
が
減
る
中
、
初
め
て
の
実
行
委

員
長
と
し
て
と
て
も
不
安
で
し
た
が
、

そ
ん
な
不
安
を
全
く
感
じ
さ
せ
な
い

素
晴
ら
し
い
演
奏
会
で
し
た
。 

 

指
導
者
の
先
生
方
と
お
話
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
感
染
対
策
に
配

慮
し
な
が
ら
も
、
と
て
も
精
力
的
に

活
動
さ
れ
、
活
気
あ
ふ
れ
る
方
ば
か

り
で
、
団
員
の
み
な
さ
ん
を
楽
し
く 

   

民
、
奴
隷
や
建
造
物
と
い
っ
た
生
活

の
す
べ
て
が
飲
み
込
ま
れ
、
町
は
消

滅
し
ま
し
た
。
十
八
世
紀
に
入
り
、

町
は
良
好
な
保
存
状
態
で
発
見
さ
れ
、

発
掘
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
間
、

埋
も
れ
て
い
た
町
か
ら
原
型
を
と
ど

め
た
姿
で
、
多
く
の
物
が
出
土
し
た

こ
と
に
世
界
が
驚
い
た
と
い
い
ま
す
。

理
由
は
火
砕
流
堆
積
物
に
乾
燥
剤
に

似
た
成
分
が
含
ま
れ
、
湿
気
を
吸
収

し
た
故
と
の
こ
と
で
す
。 

出
土
品
は
当
時
の
ポ
ン
ペ
イ
の
文

化
・
文
明
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
、

世
界
を
驚
か
せ
た
の
で
し
た
。
日
本

史
で
言
え
ば
縄
文
時
代
の
こ
と
で
す
。 

 

秋
深
し
飽
く
こ
と
の
な
き
ポ
ン
ペ
イ

展 飛
梅
や
太
宰
府
宮
の
太
鼓
橋 

七
竈
竈
門
神
社
の
鬼
の
階 

 

愛のチャリティー歌の祭典 

美 

術 

工 

芸 

部 

門 

日  

舞  

部 
 

門 

山陽小野田市文化協会だより 

茶 

華 

道 

部 

門 

歌
謡
の
部 

音  

楽  

部  

門 

洋
舞
・
そ
の
他
部
門 

猿若流亜耶乃会 

邦   
楽   

部   

門 

２ 

文   

芸   

部   

門 

平和への祈り「原田画」 

茶華道柴山正流茶道部 

山陽小野田市文化協会だより ３ 

市民音楽祭 

九州国立博物館 


